
令和 6年度 学校図書館活用実践報告 

新潟市立南中野山小学校 

 

１ 指導の重点 

【学習センター】主体的な学習活動を支える機能を高めること。  

【情報センター】児童の情報収集能力を育成すること。 

 

２ 取組内容  

（１）学習センターとしての取組  

〇 学習単元に合わせた資料や関連書籍の紹介  

見直しを行った「学校図書館年間活用計画」や各学年の年間指導計画をもとに、司書が読み聞か 

せやブックトークの選書をしたり、図書の準備が必要かの声掛けを行ったりした。  調べ学習の参考資料  

をロイロノート上の資料箱に保存し、紹介した。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    <レオ=レオニの本の一覧掲示>             <修学旅行に関する図書の紹介> 

 

〇 実践記録の蓄積  

図書館を活用した学習の活動内容が共有しやすいようにロイロノートの資料箱上に、図書館の 

利用記録の蓄積を行った。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）  情報センターとしての取り組み 

〇 図書館利用オリエンテーションの実施  

図書館の利用方法を身に付けさせるため、学年に応じて図書館の利用方法や本の分類などに関  

       するオリエンテーションを年度初めに行った。また、後期の初めや学習内容に応じて、適宜分類の確認  

       やラベルの見方の紹介などを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜オリエンテーションの様子＞                 ＜ラベルの見方掲示物＞ 

 

〇 新聞コーナーの設置  

当日の新聞が読める展示台の他に、「ふむふむ」の記事から児童が興味を持ちやすい話題を選び、 

関連書籍と共に図書館内に展示し、紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜オリンピック関連＞                         <防災学習関連> 

 

〇 学習に取り組むための環境整備  

図書館で学習が進められるように、筆記用具や情報シートの設置、調べ学習の進め方の掲示など  

環境整備を行った。 

 

 

 

 

 

 

 



（３） 中学校区との連携  

夏休みに情報交換会を実施した。調べ学習の仕方や情報シート、情報活用能力指導体系表の内  

容を中学校区で共有して作成し、児童や職員に周知した。また、中学校の図書委員から小学生へお 

すすめの本を紹介してもらい、図書館だよりで紹介して図書館に展示した。今後も6年生へ図書館の 

様子を紹介したり、中学生が作成したしおりをプレゼントしたりして交流を行う予定。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報活用能力指導体系表（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と課題  

〇 成果  

   ・年間指導計画をもとに、司書から適切なタイミングで関連図書や参考資料を紹介することができ、  

学習への意欲や興味が高まった。 

・高学年部からは、「インターネットの情報よりもわかりやすく、きちんとまとめられる子どもが多かった。」  

と、図書利用におけるメリットを実感する報告もあった。 

       ・年度初め以降も必要に応じて分類番号や本の探し方について話題にしたことで、図書の分類につ  

いて意識する姿が見られた。 

〇 課題  

       ・学年が上がるにつれて、探究活動の中心がタブレット端末になっていく。図書と併用する、情報シート 

を活用するなど、実態に応じた図書館活用の仕方を示していく必要がある。また、著作権や出典、イ 

ンターネット上の情報の扱い方などについては、図書館教育だけでなく、学校全体として系統立てた  

指導の必要性も感じた。 

       ・情報収集能力を育成するためには、児童自ら目的にあった資料を探す経験が必要不可欠である。 

        図書館内で探究活動が行えるように、学習単元や時勢に合った資料の更新・拡充、環境整備を 

        継続していきたい。 


